
★10年後の姿
国内外の工学分野の教育、研究開発、産業振興に携わる一線級の研究者、企業人、技術者、学生

が、京都工芸繊維大学に蓄積され、魅力化された知的・人的・物的資源を求めて集い、イノベーショ
ンの創発や世界的研究者ネットワークのASIAN HUBを形成するとともに、地域社会のグローバル化とあ
らゆる国の産業基盤を牽引するTECH LEADERを養成する中核的工科大学となる

OPEN-TECH INNOVATION～世界に、地域に、社会に開かれた工科大学構想～

らゆる国の産業基盤を牽引するTECH LEADERを養成する中核的工科大学となる

OPEN化の概念図

日本人学生・
教員

学内完結型
研究 カリ

若手一線級研究者

国内外企業

世界一線級ユニット

地元高校生 留学生

OPEN IT!

公務員型
人事給与
システム

研究・カリ
キュラム

地元高校生 留学生

国内外
産学連携

地域グローバル化人材
グローバル企業人材

本国のリーダー
（留学生）

◆大学の資源である人材、場、カリキュラムの魅力化を果たすことで、京都工芸繊維大学が地域と海外のハブとなり、もの
づくりやデザインなど工学系人材の集う世界的拠点を形成する。技術を持ったリーダーの育成を目指し、学習プロジェクトの
単位をグループから地域、世界へと広げ、あらゆる地域・場面で課題を発見・解決する「TECH LEADER」を養成する。

人材魅力化 カリキュラム魅力化

・世界一線級ユニット誘致 ・AHELO等を踏まえたDP地元高校生 地域企業 拡大するマーケット

優れた教育研究機関

地域
海外

場魅力化

世界 線級ユニット誘致
・教員組織国際新陳代謝
・事務職員国際人事交流

・英語運用力・ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ向上
・京の伝統・先端ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ
・海外大学ｼﾞｮｲﾝﾄﾃﾞｨｸﾞﾘｰ

・「TECH SALON」ﾜｰｸﾌﾟﾚｲｽﾃﾞｻﾞｲﾝ
・美術工芸資料館ｷﾞｬﾗﾘｰ機能強化
・南禅寺何有荘洋館の交流拠点化
混住型「松ヶ崎学生館」整備

一線級研究者 留学生

海外生産拠点高いものづくり技術力

世界的ブランド企業

京都の伝統・文化

国際混成チームで
海外企業・地域を

学内グループや地域
課題をテ にしたPBL

地域社会のグローバル化を牽引する「TECH LEADER」の養成 先鋭３分野の世界的拠点、ASIAN HUBの形成

・混住型「松ヶ崎学生館」整備

グループ
プロジェクト
（学部前半）

グローバル
イノベーション
プロジェクト
（修了研究）

∫ Local = Global
世界は地域の集合により構成されている

あらゆる地域で課題を発見し、解決できる人材養成

地域課題
プロジェクト
（学部後半）

海外企業
プロジェクト

（大学院前半）

学部 大学院

海外企業 地域を
テーマにしたPBL

日本人としての
リーダーシップを

発揮して
プロジェクトを前進

課題をテーマにしたPBL

チームの中での
リーダー性や

コミュニケーション
力を涵養

地域社会のグロ バル化を牽引する「TECH LEADER」の養成

TECH LEADER：専門的な知識・技術を有し、あらゆるプロ

ジェクトを前進させるために自らの専門性を発揮してユー
ザー目線による解決策を提案し、チームのメンバーとともに
実行できる人材

先鋭３分野の世界的拠点、ASIAN HUBの形成

「デザイン・建築」、「高分子・繊維材料」、「グリーンイノ
ベーション」の３分野を先鋭的にグローバル化し、アジアの
中でフラッグシップを獲得、ASIAN HUBとなる拠点形成

★活躍場面①：建築会社
海外インフラ整備需要や生
産拠点 海外移転に伴

★活躍場面②：繊維会社

深刻な衰退状況にある地元
伝統繊維産業にお 海

★KYOTO Design Lab.
プロダクトデザイン、建築設計の拠点形成

海
外
一
線
級

The Best Design School in the World選出

産拠点の海外移転に伴い、
新規海外プロジェクトのリー
ダーを担当。海外企業との
JVをまとめ上げ、プロジェクト
を成功に導く。

伝統繊維産業において、海
外観光客向けの新規ﾌﾞﾗﾝ
ﾃﾞｨﾝｸﾞを担当。海外人脈と
ﾃﾞｻﾞｲﾝ・技術力を生かし、
ﾋｯﾄﾌﾞﾗﾝﾄﾞを確立。

地域企業等に10年で3000人のTECH LEADERを輩出

★Future Fiber and Textile Initiative
繊維材料開発、生産加工、感性評価の拠点形成

★Center for Green Innovation
ﾊﾟﾜｴﾚ、高伝送情報、先進ｾﾝｼﾝｸﾞの拠点形成

級
ユ
ニ
ッ
ト
招
致

関連3分野でベンチマーク世界50位以内

世界一線級技術者が集う国際実装化会議開催



■シラバス英語化
■国際IRシステム開発
■大学院機能強化の教

育組織改組

■グローバルコースの設置
■ナンバリング導入
■ジョイントディグリー導入
■スピーキングテスト導入（大学

院入試）

■TECH-LEADER指
標の開発

■クオーター制導入
■秋入学・GPA実施

■グローバルコース8割（H3１）

■AHELO等を踏まえた不断のカリキュラム改革
■外国語力基準の引き上げ
■ジョイントディグリープログラムの拡充
■学部入試におけるPISA型AO入試（ダビンチ入試）の拡大

更なる
国際化
を推進

達成目標

■3000名の
TECH LEADER
輩出

■カリキュラ
ム改革提言
策定

カリキュラム・入試の国際化完成（～H28）

日本人学生の留学経験比率（大学院） 20%（H28） 60%（H31） 80%（H35）

外国人留学生割合（大学院） 20%（H28） 30%（H31） 40%（H35）

■スピーキングテストの学部入試への導入
を推進

■年俸制適用者数の拡大 全教 ％ 年俸制 適 （ ）

H35

■毎年度10人の教員を海外コーディネーターとして任命

■事務職員の国際高度化

■年俸制適用者数の拡大 全教員の60％以上に年俸制を適用（H35）

外国人教員等割合を60％以上に拡大（H35）

全事務職員8割がTOEIC600以上、3割が730以上（H35）

■ガバナンス・運営
体制の国際化

■地域交流スペース
「TECH SALON

■南禅寺何有荘の
中
間
評

中
間
評

■オープンテックセミ ■松ヶ崎学生館の ■南禅寺何有荘の

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
H33

H34
「TECH-SALON」の
ワークプレイスデザイ
ン・整備

国際交流拠点化

■美術工芸資料館での
プロダクトデザイン等国
際展覧会

評
価

評
価

■海外連携拠点設置

ナーの拡充、国際
産学連携への発展

居住環境見直し・
提言

禅
活用検証・改善

H26 H27

■地域企業等による「オー
プンテックコンソーシアム」
の設置

■コンソーシアムメンバーに
よる「オープンテックセミ

参加企業数の増加：180社（H35）

開催回数の増加：年間18回（H35）

海外一線級研究者と地
域企業等のハブとなる拠

点形成・拡充
★アンケートによる地域貢献度検証 ★ ★

■地域社会のグ
ローバル化に貢献

よる「オ プンテックセミ
ナー」開催

■先鋭3分野拠点設置
◆KYOTO Design Lab.
◆Future Fiber and Textile Initiative
◆Center for Green Innovation

■博士後期課程の改組 増員

デザイン・建築分野

高分子・繊維材料
分野 国内外繊維企業との連携・海外大学との共同教育研究

国際ワークショップ開催・海外デザイン賞受賞
■世界トップデザイ
ンスクール選定、
研究力世界トップ
50ランクイン 等

■海外一線級研究者ユニットの招致
◆デザイン・建築 ◆高分子・繊維材料

◆ｸﾞﾘｰﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

■博士後期課程の改組・増員
◆デザイン学専攻 ◆電子ｼｽﾃﾑ工学専攻
◆建築学専攻 ◆物質・材料化学専攻

グリーンイノベーション
分野 世界一線級研究・技術者が集う国際実装化会議開催

新たな先鋭分野の
創出

50ランクイン 等

■各分野における
ASIAN HUBの形成

拠点設置、教育組織改組、ユニット招致等



人材 ｶﾘｷｭﾗﾑ

閉鎖系 開放系

開かれた大学に、世界や地域から人材や事業を
呼び込むための大学資源の「魅力化」

コンセプト 大学の教育研究
活動をオープン化

場の魅力化海外大学

京都工芸
繊維大学

【理念】京都の伝統文化・産業とのかかわりを持ちながら、科学と芸術の融合を志
向し、国際工科系大学として豊かな感性を備えた国際的高度専門技術者を輩出

場

海外一線級教員・留学生 、地域企業人・高校生 、本学教職員・学生 が相互の魅力を求めて縦横に交流

人材の魅力化
場の魅力化

人材の魅力化 カリキュラムの魅力化
海外大学

・企業

◆世界一線級ユニット招致
◆世界的教育研究拠点形成
◆現行教員組織の国際新陳代謝
◆人事給与システム改革
◆事務職員の国際高度化

◆３×３構造改革、クオーター制導入
◆徹底的英語鍛え上げ（学部）
◆グローバルコース新設（大学院）
◆地域から世界へのステップアップ型PBL
◆京の伝統・先端リベラルアーツ
◆海外大学とのｼﾞｮｲﾝﾄﾃﾞｨｸﾞﾘｰ

ユ
ニ
ッ
ト
招
致

海外一線
級教員等

海外大学 ｨ
◆国際化モデル研究室指定

ＵＥＡ

学生
留学生

学生
国際戦略を企画・支援
するｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ育成

海外一線
級教員等

本学教員

卓越した教員集団を形成

★スター教授の招聘・輩
出を可能とする給与体系
★年俸・混合給与導入

致

海
外
派
遣

国
際

留学

海外入学 就職

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス

カリキュラムの魅力化

場の魅力化

地域社会・企業

◆海外大学サテライトオフィス提供

○グローバル企業
○ものづくり中小企業
○理系高等学校（SSH等）

本学職員 高校生

企業人
南禅寺何有荘

際
人
事
交
流

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

海外勤務

参加

TECH SALON

◆海外大学サテライトオフィス提供
◆「TECH SALON」ﾜｰｸﾌﾟﾚｲｽﾃﾞｻﾞｲﾝ
◆美術工芸資料館ｷﾞｬﾗﾘｰ機能強化
◆南禅寺何有荘洋館の国際交流拠点化
◆混住型「松ヶ崎学生館」整備

北
米
拠
点欧

州
拠
点

東南アジア拠点海外一線 TECH LEADERグロ バル企業化

サテライト
オフィス提供 海外進出

海外一線級
教員同士の

出会い

東南アジア拠点海外 線
級教員等

TECH LEADERグローバル企業化

我が国高等教育機関マップの特色化・重層化

国立大学のミッション再定義等を踏まえ「ﾃﾞｻﾞｲﾝ・建
築」、「繊維材料・高分子」、「ｸﾞﾘｰﾝ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ」の３分

京阪神企業・社会のグローバル化牽引

◆地元高校生を受け入れ、グローバルプロジェクトを率い
る「TECH LEADER」として養成し 京阪神地域の企業に

野を先鋭的にグローバル化

研究中心型大学以外に、個別の分野で特色を有し、
グローバルに戦うことができる大学として拠点化

地方大学の分野別機能強化による我が国全体の高
等教育体制の重層化、世界的拠点複数化

る「TECH LEADER」として養成し、京阪神地域の企業に
輩出

◆地域企業の現役技術者・デザイナー等の海外一線級
研究者の交流の場として「TECH SALON」を開催

地域社会とグローバル化に対する危機意識を共有し、
地域とともに世界に進出



基本的枠組み

◆教育組織の改組により、学部定員減・大学院定員増及
び学士・修士・博士３×３の６年一貫教育を図り、大学院を
中心にグローバル化を果たすとともに、学部は地元高校生
の受け入れを基本として徹底的英語鍛え上げ

◆AHELO（工学）、分野別参照基準（日本学術会議）等の

動向を踏まえ デ プ ポリシ 育成能力 国際通用

修士３年

博士３年
学
部
減

大
学
院
増

一
貫
教

入学定員

博士
64

（+18）

修士
510

（+80）

11.2%

H27教育組織改組により国内トップクラスの大学院化率

入学者選抜 学部 大学院

B1 B2 B3 B4(M0) M1 M2 D

★グローバルコース★英語鍛え上げ

動向を踏まえ、ディプロマポリシー・育成能力の国際通用
性を確保し、カリキュラム改革を実行

学士３年
教
育

学部
583

（▲42）
87.5%

SSH、SGHとの連携
↓

プ
レ
イ

専門基礎 専門応用 卒業研究

大学院リベラルアーツ

専門深化・
修士、博士論文研究

京都の伝統と先端 ３大学共同教養教育

★ダビンチ（ＡＯ）
入試の充実
10年間の実績があ

国際的に活躍する
意欲・能力のある
地元高校生を選抜

★英語運用能力の徹底的鍛え上げ
・全学生の入学卒業時にTOEIC受験義務化
CBTによるｽﾋﾟ ｷﾝｸﾞ能力の向上

★グローバルコースの新設
・全学生に海外インターンシップを必修化
大学院進学ﾌﾟﾚｲｽﾒﾝﾄﾃｽﾄにｽﾋﾟ ｷﾝｸﾞ導入

↓

地域PBL

イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト

国際混成PBL
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

学内PBLﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ
養成

10年間の実績があ
るPISA型入試をさ
らに拡充

★外部試験・資格
の積極的活用
IB、TOEFL、TOEIC
等の成績を入学者
選抜に活用

・CBTによるｽﾋ ｰｷﾝｸ 能力の向上
・予習・復習の徹底、反転授業の導入

TOEIC 730点：学部5割、大学院8割

★教務システムの国際通用化
○ナンバリング【0→100%】 ○GPA【学部のみ→100%】 ○シラバス英語化【0→100%】
○クオーター制導入【全専攻導入（大学院）】 ○外国語授業割合【66%→80%（大学院）】

・大学院進学ﾌ ﾚｲｽﾒﾝﾄﾃｽﾄにｽﾋ ｰｷﾝｸ 導入
・ジョイントディグリープログラムの導入

全学生の８割が所属

選抜に活用

★英語スピーキン
グテストの導入

高校での「英語授
業」を踏まえたｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝ力の判定

★総合型ポートフォリオによる国際ＩＲ機能強化
学習時間

学士力

GPA

英語力

留学歴
デ
ー
タ
収
集

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ作成

・・・

卒業後の状況

就職状況

勤務地

国際的受賞
課外活動

国際的に活躍する
卒業生の学業、留
学、課外活動等を
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾘﾝｸﾞ

現役学生にTECH 
LEADERとしての

能力育成モデル
ケースを提示

★留学受入体制整備
松ヶ崎学生館

★渡日前手続き簡素化◆海外事務所の増設◆海外事務所の増設 ★留学受入体制整備
・混住型学生宿舎の新設
・授業チューターの配置

★渡日前手続き簡素化
・渡日前入試・入学許可
・奨学金支給の許可時伝達

◆海外事務所の増設
7事務所→15事務所

◆OBネットワークの強化
600人→1200人

◆留学生比率の増加
15%→40％（大学院）

◆海外事務所の増設
7事務所→15事務所

◆OBネットワークの強化
600人→1200人

◆留学生比率の増加
15%→40％（大学院）

教員組織 職員組織

◆欧州、北米、東南アジアに拠点新設
◆協定校の増加 54校→80校

ガバナンス改革

★日本人教員の海外
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ任命
1年10名を任命し、事
業期間中90名を派遣

★海外一線級
教員の任用
先鋭3分野で
16名を任用

★年俸制・テニュア
トラック制度の促進

業績連動型給与、
ﾃﾆｭｱﾄﾗｯｸ増加

★国際人事交流

海外協定大学と
の職員人事交流
を毎年１名実施

★英語力向上
TOEIC受験義務

化と達成度に応
じた業績評価

★専門職の養成
UEA等の養成能

力の明確化と体
系的ｷｬﾘｱﾊﾟｽ

外国人教員等割合：34%→66%、年俸制教員割合：2%→66% ・外国人職員等割合：2%→14%
・TOEIC730点以上割合：30%

ガバナンス改革

★戦略機構の新設
学長が人事・組織の
改廃、プロジェクトの
実施等を直轄する
組織を設置し、意志
決定を迅速化

外国人・卓
越若手教
員等の教員
組織

グローバル・コア イノベーション・コア

エデュケーション・コアリージョナル・コア

グローバル
エクセレンス

KYOTO 
Design Lab.

繊維拠点
（FTI）

ｸﾞﾘｰﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
拠点（CGI）

大学戦略推進機構 ★国際戦略策定

学長主導によりプロ
ジェクト実行に向け
た国際戦略を策定
し、全学的な推進
体制を構築

★海外情報発信
英語による教員の
ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝﾑｰﾋﾞｰ作成



○TECH LEADER養成にむけた達成目標

◆TECH LEADERの養成数
・本事業において育成するTECH LEADERに必要な資質・能力を開発し、養成のために必要なカリキュラムを構築
・当該カリキュラムを修了した学生等をTECH LEADERとしてカウントし、毎年度の育成人数を達成目標として設定

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 累計

100人 150人 200人 250人 300人 400人 400人 400人 400人 400人 3000人100人 150人 200人 250人 300人 400人 400人 400人 400人 400人 3000人

◆グローバル志向（海外留学や就職後の海外勤務）を有する学生の割合
・学生アンケートによると、本学学生の海外志向は60％であり、全国平均（41.7%）と比べて高い状況
・スーパーグローバル大学として、グローバル志向を有する学生を90%に増加し、社会に輩出

60％60％H25 70％70％H28 80％80％H31 90％90％H35

◆リーダー志向（統率力、積極性、コミュニケーション力、文化力）を有する学生の割合
・TECH LEADERを養成するため、技術を有するリーダー性を測定する「TECH LEADER指標」を開発
・企業調査等を行い、リーダー志向を有すると判断される基準値を設定し、基準をクリアする卒業生割合を増加

－－H25 50％50％H28 70％70％H31 90％90％H35

○地域社会のグローバル化にむけた達成目標○地域社会のグロ バル化にむけた達成目標

◆地域の企業のグローバル化に本学が貢献したと回答する企業の割合

・京阪神のものづくり企業をメンバーとするオープンテックコンソーシアムの参画企業を対象にアンケートを実施し、本
学卒業生や社会人対象セミナー等が企業のグローバル化に貢献したと回答する企業割合を増加

－－H25 60％60％H28 80％80％H31 90％90％H35

◆オープンテックセミナーの開催回数及び参加企業数
・海外一線級教員等を交えて本学が実施するオープンテックセミナーの定期的開催と参加企業数の増加・海外一線級教員等を交えて本学が実施するオープンテックセミナーの定期的開催と参加企業数の増加

12回
90社
12回
90社

H28 15回
120社
15回
120社

H31
18回
180社
18回
180社

H35

○美術工芸資料館のギャラリー機能の強化にむけた達成目標

◆プロダクトデザイン等の国際展覧会の累計開催回数

美術工芸資料館において開催する展覧会として 世界的に注目されるプロダクトデザイン等の作品を展示する国際

－－H25

○先鋭３分野のASIAN HUB拠点の形成にむけた達成目標

・美術工芸資料館において開催する展覧会として、世界的に注目されるプロダクトデザイン等の作品を展示する国際
展覧会を隔年で開催

－－H25 1回1回H28 3回3回H31 5回5回H35

◆ The Best Design Schools in the Worldの累計選出回数【デザイン・建築分野】
B i W k誌が2年に1回程度行うTh B D i S h l i h W ldにお 常時選出・ Business Week誌が2年に1回程度行うThe Best Design Schools in the Worldにおいて常時選出

1回1回H25 2回2回H28 3回3回H31 5回5回H35

◆ 研究ベンチマークにおいて世界トップ５０に３分野でランクイン【高分子・繊維材料分野】
・ 科学技術・学術政策研究所が行う日本の大学ベンチマークにおいて、本学が強みを有する３分野（複合材料、繊
維材料、高分子）で世界トップ５０にランクイン

1分野1分野H25 1分野1分野H28 2分野2分野H31 3分野3分野H351分野1分野H25 1分野1分野H28 2分野2分野H31 3分野3分野H35

◆ グリーンイノベーションに係る世界一線級技術者が集う国際実装化会議の累計回数【グリーンイノベーション分野】
・ グリーンイノベーションを実現するパワーエレクトロニクス、高効率情報伝送、先進センシングの各分野において、世
界一線級の技術者が集い、最先端の研究開発成果の社会実装化を目指す国際実装化会議を毎年度開催

－－H25 2回2回H28 5回5回H31 9回9回H35



構想責任者：学長

プロジェクトマネージャー（PM）： ・海外一線級研究者 ・工科系大学役員
地 経済 体 地 自治体

ＳＧＵ評価委員会

○事業推進体制
構想責任者である学長をトップ、グローバル担当副学長をプロジェクトマネージャーとし、事業全体を統括するとともに、事業

全体を１２のサブプロジェクトに分け、プロジェクトリーダーを任命。毎年度ＳＧＵ評価委員会から事業進捗状況の評価を受け、
次年度の事業の改善に反映

プ ジ クト ネ ジャ （ ）
グローバルコアリーダー（副学長）

サブプロジェクト プロジェクトリーダー（PL）

１
Tech Leader養成プロジェクト

（カリキュラム改革）
教育担当理事

２ 場の魅力化プロジェクト 施設担当理事

３ 教員組織国際新陳代謝プロジェクト グローバルコアリーダー

・地元経済団体の長 ・地元自治体の長

陳

４ 国際産学連携プロジェクト 研究・産学連携担当理事

５ 地域社会グローバル化プロジェクト COC推進拠点長

６ デザイン・建築プロジェクト KYOTO Design Lab長

７ 高分子・繊維材料プロジェクト FTI拠点長（今後設置予定）

８ グリーンイノベーションプロジェクト CGI拠点長（今後設置予定）

９ デザイン・ドリブン・イノベーションプロジェクト KYOTO Design Lab長

１０ 事務職員国際高度化プロジェクト 事務局長

１１ 人事・給与システム改革プロジェクト 労務担当理事

１２ 美術工芸資料館ギャラリー機能強化プロジェクト 美術工芸資料館長

○学内全学体制の確立と地域機関のネットワーク化

ＳＧＵ実行会議：事業推進の学内ヘッドクオーター。学長、ＰＭ、ＰＬにより構成。学内
全学

国際化モデル研究室：海外経験教員研究室を中心に指定。各サブプロジェクトの実施主体。

ＯＰＥＮＴＥＣＨコンソーシアム：本学事業協力会会員企業を中心として、京阪神を中心とした産業界・自治
体・研究機関等をメンバーとするコンソーシアムを形成。ＴＥＣＨ－ＳＡＬＯＮや各種セミナーに参加し、産学
連携や研究成果の社会実装化を推進。

体制

地域
ネット
ワーク

○環境変化への柔軟かつ機動的対応・自己変革

想定外の状況の発生
（評価委員会、実行会

議の進捗検証等）

学長ガバナンス下での機動的対応
・ＰＬの任免権を学長に付与→運営体制の刷新
・拠点の改廃→学長を構成員とする組織で迅速決定

学長ガバナンス下での機動的対応
・ＰＬの任免権を学長に付与→運営体制の刷新
・拠点の改廃→学長を構成員とする組織で迅速決定

学長補佐体制の強化による柔軟な運営体制
・副学長（非理事）の新設、学長補佐の新たな任命
→ＰＬをサポートする相補的運営体制

学長補佐体制の強化による柔軟な運営体制
・副学長（非理事）の新設、学長補佐の新たな任命
→ＰＬをサポートする相補的運営体制

事
業
計
画
見
直
し

○補助期間終了後の事業展開
事業終了

海外ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ教員派遣により外国人教員等率66%達成

事務職員国際高度化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにより事務組織の国際化

スーパーグローバル大学としての認知度向上

企業 卒業生 公共機関

更

外
部
資

大
学
シ
ス

継続的海外派遣、
外国人等採用

ｶﾘｷｭﾗﾑの国際通用性確保（ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ、ｼﾞｮｲﾝﾄﾃﾞｨｸﾞﾘｰ等）

国際IRシステム、英語鍛え上げシステムの構築

美術工芸資料館における国際的人脈の形成

先鋭3分野における世界的ﾈｯﾄﾜｰｸの中でのﾚﾋﾟｭﾃｰｼｮﾝ向上

受託研究

共同研究

ｾﾐﾅｰ受講料

寄付金

構築したカリキュラ
ムの運用・改善

人脈を活用した個
別事業の展開

更
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化

資
金
の
増
加

運
営
費

ス
テ
ム
の
グ
ロ
バ
ー
バ
ル
化



入学生の約８割が地域からの進学

海外売上比率の推移

島津製作所 堀場製作所

地元グローバル企業の
海外売上比率の推移

10年間で大幅に増加し、40～60%超 京都市の中小企業における海外

ビジネスの展開 検討状況海外展開に関心がない企業が約6割

京都市の中小企業における
海外ビジネスの展開状況

★地元グローバル企業の海外進出が加速化する一方、中小企業の危機意識は薄い現状。地域からの進学率8割、地域
への就職率6割である地方大学として、内なるグローバル化を牽引する理工系人材養成・研究開発の中核拠点を形成

入学生の約８割が地域からの進学

卒業生の約６割が地域企業等に就職
40%
50%
60%
70%

島津製作所 堀場製作所

オムロン ローム

関心がな

い
58 5%

海外ビジ

ネスを展

開してい

展開して

いないが

関心があ
る

9.7%

過去に

行ってい

たが撤退
した

4.2%

展開して

いないが

計画があ
る

3.0%

ビジネスの展開・検討状況海外展開に関心がない企業が約6割

20%
30% 58.5%

る

24.6%

ＴＥＣＨ ＬＥＡＤＥＲの養成
～３×３構造改革による６年一貫教育と
京都の伝統を礎としたリベラルア ツ

デザイン・ドリヴン・イノベーション

～デザイン思考とものづくりの融合による
新たなものづくり産業の展開グロ バル 企業の新製京都の伝統を礎としたリベラルアーツ～ 新たなものづくり産業の展開～

修士

博士(3) 博士(3)増

◆高度理工系人材育成のための学部定員
減、大学院増による大学院強化と実質３年毎
の学年制による海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、PBLの推進

◆デザイン、ものづくり、材料開発分野の
海外一線級研究者、教員・学生、企業
人の協業によるＤ－ｌａｂセミナー

グローバル
化を牽引す
る国際高度
専門技術者
輩出

企業の新製
品開発や創
業支援等の
インキュベー
ション

工科系単科大学の機動性

学士(4)

修士(2)

学士(3)

修士(3)増

減

◆京都の伝統工房での学
習や外国人との共同授業
による日本文化の相対化、

海外一線級
教員

企業人
教員

学生

■Innovation!■

◆美術工芸資料館の
ギャラリー機能強化
→プロダクトデザイン拠点化
（バウハウス美術館所蔵展等）ものづくり×デザイン×京都

◆スピード感をもって改革を
実行するガバナンス体制

◆グローバルニーズに迅速に
対応する決断力・意思決定シ
ステム

日本アイデンティティの内
面化

（バウハウス美術館所蔵展等）ものづくり×デザイン×京都

Local Excellence
×

Global Excellence

◆交流スペース「TECH SALON」
ﾜｰｸﾌﾟﾚｲｽを専門とする本学教員がﾃﾞｻﾞｲﾝ

★戦略的に重点化する先鋭3分野において、

アジアのハブとなる世界的拠点を形成し、我
が国の研究開発成果の社会実装化を牽引

AaltoAalto
H d

◆世界トップデザインスクール選出や一級建築士合格
者数国公立大NO.1の実績
◆世界トップデザインスクール選出や一級建築士合格
者数国公立大NO.1の実績

KYOTO Design Lab.

デザイン・建築分野の世界的拠点形成

◆複合材料や繊維材料・
高分子の論文被引用度等
で世界トップクラスの実績

◆複合材料や繊維材料・
高分子の論文被引用度等
で世界トップクラスの実績

Future Fiber and 
Textile Initiative

◆世界トップクラスの技術
を有する企業出身研究
者、応用光学の世界最先

◆世界トップクラスの技術
を有する企業出身研究
者、応用光学の世界最先

Center for Green 
Innovation

が国の研究開発成果の社会実装化を牽引

RCARCA

AachenAachen

NUSNUS

ChulalongkornChulalongkorn

Stanford Harvard

NC StateNC State

ETHETH

LeedsLeeds
で世界トップクラスの実績で世界トップクラスの実績

先端的材料開発、持
続的生産加工、国際的
感性評価の各分野で世
界的拠点形成

端研究者が在籍端研究者が在籍

パワーエレクトロニクス、
高効率情報伝送、先進
センシングシステムによる
グリーンイノベーションの
世界的拠点形成


